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広域機関システムの改修について（報告）

２０２２年２月１８日
調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 事務局

第７０回調整力及び需給バランス評価等
に関する委員会 資料4



2１．はじめに

システム改修の件名 検討経緯 システム開発・改修の概要

①関西中国間連系線における
フェンス潮流（関中フェン
ス）作業時設定機能改修

(1)運用容量
検討会

• 季節（夏季、冬季、その他季）や関連する発電機・送電線の運用状態に
応じた運用容量を柔軟に設定することができるように機能改修を行う。

②融通指示支援機能改修
(2)需給ひっ迫

対応の改善

• 2021年1月の全国需給ひっ迫対応などにより生じた課題への対応を行う。
具体的には、マージン使用時における運用者操作の自動化、複数卓同時
操作を可能とする対応などにより、迅速かつ的確な指示が出来るよう機能改
修を行う。

◼ システム開発・改修の目的

➢ 広域機関は、業務規程第7条に基づき、効率的な業務遂行及び会員その他の電気供給事業者の利便性向上
の観点から、広域機関システムの改修を行っている。

➢ 日々の業務遂行の中で出てきた課題については、関係個所での議論等も踏まえて対応策を検討しており、今回、
2022年度の対応として、以下の視点よりシステム開発を進める方向となった。

（1）運用容量検討会で整理された運用変更に伴う対応

（2）昨今の需給ひっ迫対応における広域機関の運用改善の検討に伴う対応

◼ 報告対象案件

➢ 本委員会に関係する連系線管理や需給ひっ迫対応に関する業務運営の改善のため、下記の広域機関システム
の改修を予定しており、本日はその改修内容についてご報告するもの。
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2 各種機能改良
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出所）2020年度 第3回運用容量検討会（2020.12.11）資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/unyouyouryou/2020/unyouyouryou_2020_3_haifu.html

◼ 昨今の関西中国間連系線のフェンス潮流実績を確認すると、運用容量に対して空容量が小さくなっている時間
帯(特に軽負荷期の昼間帯)があり、再エネ増加に対応するため空容量増加の必要性が高まっている状況下に
ある。

◼ 上記の状況を踏まえ、昨年度（2020年度）の運用容量検討会にて、実際の潮流状況の変化等の実績も踏
まえつつ、運用容量増加に向けた検討を進めることとなった。

関中フェンス作業時設定機能改修

① 関西中国間連系線の運用容量拡大の背景

https://www.occto.or.jp/iinkai/unyouyouryou/2020/unyouyouryou_2020_3_haifu.html
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出所）2021年度 第1回運用容量検討会（2021.5.31）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/unyouyouryou/2021/unyouyouryou_2021_1_haifu.html

◼ 検討にあたり、関西中国間連系線（関西向）の潮流想定方法を見直し、先ずは暫定的に軽負荷期（その他
季）に適用し、運用容量拡大が見込まれることが確認できた。

◼ 2021年度の第1回運用容量検討会にて、当該連系線の夏季・冬季においても見直し後の潮流想定方法で運
用容量を拡大できることを確認し、運用容量の算出方法を年間を通して変更する運用となった。

◼ 上記変更に伴い、関西中国間連系線の運用容量を管理する広域機関システムについても、季節別やその際の
運用状態に応じて入力設定できるよう仕様変更の検討を行うこととなった。

関中フェンス作業時設定機能改修

① 運用容量検討会での検討状況

https://www.occto.or.jp/iinkai/unyouyouryou/2021/unyouyouryou_2021_1_haifu.html


6① 関中フェンス作業時設定機能改修

主な対応項目 対応目的 システム対応

関中フェンス作業時
設定機能改修

• 季節等の運用状態に応じて関西中国間連系線
（関西向）の運用容量(作業時)の柔軟な設定
を可能とする。

• 既存画面に新たな設定欄を設け、新たな設定値が
ある場合はそれを優先して値採用するようにシステム
改修を行う。

◼ 前頁のとおり、運用容量検討会にて関西中国間連系線（関西向）の電圧安定性限度値算出方法を見直しに
より、夏季、冬季等の季節ごとの運用容量を増加できることとなり、2021年度より新たな運用を開始。

◼ 年間～当日計画の作業時の運用容量（以下、運用容量(作業時) ）設定はシステムにて行っているため、これ
を季節や時間断面毎に設定可能とするためにはシステム改修が必要となる。

◼ 他方、システム改修には仕様検討含め一定時間を要するため、先ずは運用開始を最優先に手動操作にて対応し、
手動操作で出てきた課題を踏まえつつ、恒久運用としてシステム改修を行うこととした。

停止線路 運用容量[kW]
（停止線路含む）

運用容量[kW]
（停止線路含まない）

新岡山幹線 3,290,000 4,300,000

停止線路 運用容量[kW]
（停止線路含む）
※新設定

運用容量[kW]
（停止線路含まない）
※新設定

新岡山幹線 3,300,000 3,700,000

＜改修前＞ ＜改修後＞※以下は一例
運用容量(作業時) ※既存機能 運用容量(作業時) ※既存機能

停止線路 運用容量[kW]
（停止線路含む）

運用容量[kW]
（停止線路含まない）

新岡山幹線 3,290,000 4,300,000

月間計画 当日計画策定

運用容量(作業時) ：当日計画断面（新設定値）※今回追加機能

新設定無 新設定有

運用容量とし
て採用する

運用容量とし
て採用しない

運用容量とし
て採用する

関中フェンス作業時設定機能改修

※上記は新岡山幹線停止の例を記載しているものであり、西播東岡
山線、山崎智頭線、中国東幹線停止においても同様の仕様。

※年間～当日計画の策定断面で共通であり、断面毎の変更は不可。
※停止線路の有無で運用容量を分けて管理する。（次頁参照）

年間～当日計画の各策定作業



7① （参考）関西中国間連系線の運用について

◼ 関西中国間連系線はループ系統を構成しており、２回線故障（ルート断）に伴う健全ルートへの回り込みを潮
流を考慮したフェンス潮流により運用容量を決定している。

◼ これまでの実績から潮流は関西向となる蓋然性が高いため、関西向きについてはループを構成する送電線毎に１
回線停止時の運用容量を定め、停止線路の有無で運用容量を分けてシステム上で管理を行っている。

関中フェンス作業時設定機能改修

出所）2020年度 第4回運用容量検討会（2021.2.12）資料1-4
https://www.occto.or.jp/iinkai/unyouyouryou/2020/unyouyouryou_2020_4_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/unyouyouryou/2020/unyouyouryou_2020_4_haifu.html


8② 需給ひっ迫への対応について

◼ 2020年度冬季では全国的な需給ひっ迫が発生し、広域機関は非常災害対策本部を立ち上げ、BGの不足イ
ンバランス増加に対して、予備力が不足するエリアに融通指示を行った。

◼ 例年の需給状況とは変わり以下のような特徴があり、業務運行上の課題が明らかとなった。
① 単一エリアではなく、複数の不足エリアに対し融通を行う必要があり、実需給までの時間的猶予が限られた

状況下で、同時・多発的に短時間に集中して融通指示を行うことが求められた。
② また、2020年度冬季から電源Ⅰ´の広域的運用を段階的に開始し、当時の需給ひっ迫時においても、非

需給ひっ迫エリアも含めた他エリア需給状況も踏まえた複雑なオペレーションを実施する必要があった。
◼ 上記を踏まえ、かかる状況下でも迅速かつ正確なオペレーションを可能とすべく、融通指示に関する機能改修を

検討することとなった。

融通指示支援機能改修

出所）2020年度第4回評議員会議（2021.2.4）報告事項2
https://www.occto.or.jp/soukaihoka/hyougiinkai/2020/hyougiinkai_2020_4.html

https://www.occto.or.jp/soukaihoka/hyougiinkai/2020/hyougiinkai_2020_4.html


9② 融通指示支援機能改修

主な対応項目 対応目的 システム対応

マージン使用時におけ
る運用者操作の自動
化

需給ひっ迫時に融通量がマージンを使用した場合、
マージン使用有無が混在した融通指示を行う時や融
通指示完了の時に手動操作によってマージンを調整
していたが、効率化と誤操作防止のため、マージン減
少処理を自動化する。

融通量の容量登録や融通指示完了後に融通量として
使用したマージンを自動減少するように、システム改修
を行う。

◼ これまでマージンを使用した融通指示の場合、マージン使用有無が混在した融通指示を行う時や融通指示完了
の時に手動操作によってマージンを調整する（減少させる）対応としていた。（下記図赤字参照）

◼ 前頁のように、複数のエリアに対し同時・多発的に短時間に集中して融通指示を行う場合、実需給までの時間的
猶予も少なく、30分コマ毎、複数エリア（複数経由連系線）に対してマージンを修正していく必要があるため、迅
速かつ正確なオペレーションが求められる。

◼ システム改修により、マージン使用に関する手動操作を自動で一括操作できるようにすることで効率化や誤操作防
止となり、需給ひっ迫対応の迅速かつ正確なオペレーションが可能となる。

マージン
（30）

空容量
（20）

計画潮流
(50)

運用容量
（100） マージン

（30）

計画潮流
(50)

融通量
（20）

マージン
(30) → (20)

計画潮流
(50)

融通量
（30）

マージン
（30）

計画潮流
(50)

融通量
（20）

融通量（10）

融通量30をマージンまで
使用して流す

マージン使用潮流

空容量使用潮流

マージン
（20）

計画潮流
(80)

マージンを30→20に減少することで
融通量30は全て空容量使用潮流となる

融通量も計画潮流に合算して公表

システム対応により
マージン減少を自動化

マージンの整合性

手動
操作

融通指示支援機能改修

融通量（10）

①融通指示前 ②融通指示後 ③マージン使用潮流分のマージン開放
④連系線情報公表

（系統情報サービス）

融通量
（30）



10② その他の融通指示支援機能改修

主な対応項目 対応目的 システム対応

融通指示における
複数卓での同時操作
対応

単一卓のみ操作可能としている画面を融通指示の迅
速な対応を実現するため、複数卓の同時操作を可
能とする。

対象画面に排他制御を実装することにより、申出情報
や可能量情報の代行入力などの操作を複数卓で実施
できるようにシステム改修をする。

融通指示支援機能改修

◼ 前々頁で記載した通り、需給ひっ迫時の融通指示は時間的制約がある中で迅速にオペレーションを完遂する必要
がある。

◼ 前頁のシステム改修に加えて、複数人による同時作業を可能とし、より迅速なオペレーションを実現するための環境
を備えるため、以下の融通指示に関するシステム改修を実施する。
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主な対応項目 コスト削減に向けた主な取り組み

関中フェンス作業時設定機能改修

• 作業等で発生しうる運用容量のパターン全てを登録できるようにするのではなく、既存の機能を
活かしつつ新設定枠を追加し、作業等の期間は新設定欄に通常とは異なる運用容量を入力
するようなシンプルな改修とする。

• 入力値のエラーチェックも桁数チェック等の最低限なものとする。

融通指示支援機能改修
・マージン使用時における運用者
操作の自動化

・融通指示における複数卓での
同時操作対応

• 需給ひっ迫融通において、マージン使用時の運用やシステム仕様の課題をまとめて対応すること
で、製造工程や試験工程の効率化によるコスト削減を図る。

各種機能改良に係るコスト削減策

◼ 各機能改良案件に関し、事前の仕様調整において、開発期間の圧縮、機能や業務用画面の絞り込み、既存機
能の流用等を実施することでコスト削減を実施している。

◼ 今後もシステム改修を進めていく過程において、更なる仕様合理化等のコスト削減余地がある場合には、開発ベン
ダーと協力しつつ、一層の削減に取り組む。

各種機能改良
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2022年度 2023年度 2024年度

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q １Q

マイルストン

関中フェンス作業時設定機能

融通指示支援機能

広域予備率（2024年度）

需給調整市場（一次、二次）

◼ 広域機関では、システム開発前に有識者会議等でシステム化範囲等の妥当性について確認を行うこと等によって、
目的適合性及びコスト低減に十分に配慮し、各種の工程を進めている。

◼ 2022年度は大規模な制度対応案件の運用開始等は予定されていないが、2024年度の制度改正対応（需給
調整市場1次、2次の商品追加等）に向けた拡張・改良開発を遅滞な段階的に実施する計画。

対向
試験

詳細設計～総合試験

移行

▼需給調整市場
一次・二次開設

▼インバランス制度
広域予備率へ移行

基本
設計

詳細設計
～総合試験

詳細設計～総合試験

基本設計

基本設計

要件定義

要件定義

移行

移行基本
設計

詳細設計～総合試験
※マージン使用に関わる改修は先行して3Qにリリース予定

（参考）今後のシステム改修予定（連系線管理や需給管理・監視対応に関するもの）

2022年度夏頃に報告予定

今回報告
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以上


